
(57)【要約】

【課題】ニードルナイフを有する医療機器を提供する。

【解決手段】医療機器は、可撓性シース、旋回ベース、

医療用ニードルナイフベース、医療用ニードルナイフ、

およびハンドピースを含む。可撓性シースは、患者体内

に挿入可能な遠位シース部位、および近位シース部位を

有する。旋回ベースは、遠位シース部位に取り付けられ

る。ニードルナイフベースは、旋回ベースに旋回可能に

接続され、かつ、通路を有する。医療用ニードルナイフ

は、通路から伸長可能であり、かつ、通路内において後

退可能である。ハンドピースは、近位シース部位に接続

され、かつ、手動操作型関節運動制御部を含む。手動操

作型関節運動制御部は、ニードルナイフベースに動作可

能に接続され、ニードルナイフベースを旋回ベースに対

して旋回させる。

【選択図】図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 医 療 機 器 に お い て 、
　 ａ ） 可 撓 性 シ ー ス で あ っ て 、 患 者 体 内 に 挿 入 可 能 な 遠 位 シ ー ス 部 位 、 お よ び 近 位 シ ー ス
部 位 を 有 す る 、 可 撓 性 シ ー ス と 、
　 ｂ ） 前 記 遠 位 シ ー ス 部 位 に 取 り 付 け ら れ た 旋 回 ベ ー ス と 、
　 ｃ ） 前 記 旋 回 ベ ー ス に 旋 回 可 能 に 接 続 さ れ 、 か つ 通 路 を 有 す る 、 医 療 用 ニ ー ド ル ナ イ フ
ベ ー ス と 、
　 ｄ ） 前 記 通 路 か ら 伸 長 可 能 で あ り 、 か つ 前 記 通 路 内 に お い て 後 退 可 能 な 、 医 療 用 ニ ー ド
ル ナ イ フ と 、
　 ｅ ） 前 記 近 位 シ ー ス 部 位 に 接 続 さ れ た ハ ン ド ピ ー ス で あ っ て 、 前 記 ハ ン ド ピ ー ス は 、 手
動 操 作 型 関 節 運 動 制 御 部 を 含 み 、 前 記 手 動 操 作 型 関 節 運 動 制 御 部 は 、 前 記 ニ ー ド ル ナ イ フ
ベ ー ス に 動 作 可 能 に 接 続 さ れ 、 こ れ に よ り 、 前 記 ニ ー ド ル ナ イ フ ベ ー ス を 前 記 旋 回 ベ ー ス
に 対 し て 旋 回 さ せ る 、 ハ ン ド ピ ー ス と 、
　 を 備 え る 、 医 療 機 器 。
【 請 求 項 ２ 】
　 請 求 項 １ に 記 載 の 医 療 機 器 に お い て 、
　 前 記 ニ ー ド ル ナ イ フ ベ ー ス 、 前 記 旋 回 ベ ー ス 、 お よ び 前 記 遠 位 シ ー ス 部 位 は 、 可 撓 性 内
視 鏡 挿 入 チ ュ ー ブ の 作 業 チ ャ ネ ル 内 に 挿 入 可 能 で あ る 、 医 療 機 器 。
【 請 求 項 ３ 】
　 請 求 項 １ に 記 載 の 医 療 機 器 に お い て 、
　 前 記 ハ ン ド ピ ー ス は 、 前 記 医 療 用 ニ ー ド ル ナ イ フ に 動 作 可 能 に 接 続 さ れ た 手 動 操 作 型 並
進 運 動 制 御 部 を 含 み 、 前 記 医 療 用 ニ ー ド ル ナ イ フ を 前 記 通 路 か ら 伸 長 さ せ 、 前 記 医 療 用 ニ
ー ド ル ナ イ フ を 前 記 通 路 内 に お い て 後 退 さ せ る 、 医 療 機 器 。
【 請 求 項 ４ 】
　 請 求 項 ３ に 記 載 の 医 療 機 器 に お い て 、
　 前 記 ハ ン ド ピ ー ス は 、 前 記 医 療 用 ニ ー ド ル ナ イ フ に 電 気 的 に 接 続 さ れ た 電 気 コ ネ ク タ を
含 む 、 医 療 機 器 。
【 請 求 項 ５ 】
　 請 求 項 ４ に 記 載 の 医 療 機 器 に お い て 、
　 前 記 ハ ン ド ピ ー ス は 、 ハ ン ド ピ ー ス ボ デ ィ を 含 み 、
　 前 記 近 位 シ ー ス 部 位 は 、 中 心 線 を 有 し 、 か つ 、 前 記 ハ ン ド ピ ー ス ボ デ ィ に 対 し て 前 記 中
心 線 を 中 心 に 回 転 可 能 で あ る 、 医 療 機 器 。
【 請 求 項 ６ 】
　 請 求 項 ５ に 記 載 の 医 療 機 器 に お い て 、
　 前 記 ハ ン ド ピ ー ス は 、 前 記 近 位 シ ー ス 部 位 に 動 作 可 能 に 接 続 さ れ た 手 動 操 作 型 回 転 制 御
部 を 含 み 、
　 前 記 手 動 操 作 型 回 転 制 御 部 は 、 前 記 近 位 シ ー ス 部 位 を 前 記 ハ ン ド ピ ー ス ボ デ ィ に 対 し て
前 記 中 心 線 を 中 心 に 回 転 さ せ る 、 医 療 機 器 。
【 請 求 項 ７ 】
　 請 求 項 １ に 記 載 の 医 療 機 器 に お い て 、
　 前 記 医 療 用 ニ ー ド ル ナ イ フ は 、 電 気 的 に 活 性 化 可 能 で あ り 、
　 前 記 ニ ー ド ル ナ イ フ ベ ー ス は 、 前 記 医 療 用 ニ ー ド ル ナ イ フ に よ っ て 電 気 的 に 活 性 化 さ れ
な い 、 医 療 機 器 。
【 請 求 項 ８ 】
　 医 療 機 器 に お い て 、
　 ａ ） 患 者 体 内 に 挿 入 可 能 な 遠 位 シ ー ス 部 位 、 近 位 シ ー ス 部 位 、 お よ び 第 １ の 内 腔 、 を 有
す る 可 撓 性 シ ー ス と 、
　 ｂ ） 前 記 遠 位 シ ー ス 部 位 に 取 り 付 け ら れ た 旋 回 ベ ー ス と 、
　 ｃ ） 前 記 旋 回 ベ ー ス に 旋 回 可 能 に 接 続 さ れ 、 か つ 通 路 を 有 す る 、 医 療 用 ニ ー ド ル ナ イ フ
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ベ ー ス と 、
　 ｄ ） 前 記 通 路 か ら 伸 長 可 能 で あ り 、 か つ 前 記 通 路 内 に お い て 後 退 可 能 な 、 医 療 用 ニ ー ド
ル ナ イ フ と 、
　 ｅ ） 前 記 近 位 シ ー ス 部 位 に 接 続 さ れ た ハ ン ド ピ ー ス で あ っ て 、
　 　 （ １ ） ハ ン ド ピ ー ス ボ デ ィ 、
　 　 （ ２ ） 前 記 ハ ン ド ピ ー ス ボ デ ィ に 旋 回 可 能 に 取 り 付 け ら れ た 関 節 運 動 カ ム ギ ア 、 お よ
び 、
　 　 （ ３ ） 前 記 関 節 運 動 カ ム ギ ア に 動 作 可 能 に 接 続 さ れ た 手 動 操 作 用 ボ タ ン で あ っ て 、 前
記 関 節 運 動 カ ム ギ ア を 前 記 ハ ン ド ピ ー ス ボ デ ィ に 対 し て 旋 回 さ せ る 、 手 動 操 作 用 ボ タ ン 、
　 を 含 む 、 ハ ン ド ピ ー ス と 、
　 ｆ ） 前 記 第 １ の 内 腔 内 に 配 置 さ れ た 、 長 さ 方 向 に 並 進 運 動 可 能 な 関 節 運 動 ケ ー ブ ル で あ
っ て 、
　 　 （ １ ） 前 記 ニ ー ド ル ナ イ フ ベ ー ス に 動 作 可 能 に 接 続 さ れ た 遠 位 ケ ー ブ ル 部 位 で あ っ て
、 前 記 関 節 運 動 ケ ー ブ ル が 長 さ 方 向 に 並 進 運 動 す る 際 、 前 記 ニ ー ド ル ナ イ フ ベ ー ス を 前 記
旋 回 ベ ー ス に 対 し て 旋 回 さ せ る 、 遠 位 ケ ー ブ ル 部 位 と 、
　 　 （ ２ ） 前 記 関 節 運 動 カ ム ギ ア に 動 作 可 能 に 接 続 さ れ た 近 位 ケ ー ブ ル 部 位 で あ っ て 、 前
記 関 節 運 動 カ ム ギ ア が 旋 回 す る と 、 前 記 関 節 運 動 ケ ー ブ ル が 長 さ 方 向 に 並 進 運 動 す る 、 近
位 ケ ー ブ ル 部 位 と 、
　 を 含 む 、 関 節 運 動 ケ ー ブ ル と 、
　 を 備 え る 、 医 療 機 器 。
【 請 求 項 ９ 】
　 医 療 機 器 に お い て 、
　 ａ ） 患 者 体 内 に 挿 入 可 能 な 遠 位 シ ー ス 部 位 、 近 位 シ ー ス 部 位 、 お よ び 第 １ の 内 腔 、 を 有
す る 可 撓 性 シ ー ス と 、
　 ｂ ） 前 記 遠 位 シ ー ス 部 位 に 取 り 付 け ら れ た 旋 回 ベ ー ス と 、
　 ｃ ） 前 記 旋 回 ベ ー ス に 旋 回 可 能 に 接 続 さ れ 、 か つ 通 路 を 有 す る 、 医 療 用 ニ ー ド ル ナ イ フ
ベ ー ス と 、
　 ｄ ） 前 記 通 路 か ら 伸 長 可 能 で あ り 、 か つ 前 記 通 路 内 に お い て 後 退 可 能 な 、 医 療 用 ニ ー ド
ル ナ イ フ と 、
　 ｅ ） 前 記 近 位 シ ー ス 部 位 に 接 続 さ れ た ハ ン ド ピ ー ス で あ っ て 、
　 　 （ １ ） 前 記 ニ ー ド ル ナ イ フ ベ ー ス に 動 作 可 能 に 接 続 さ れ た 手 動 操 作 型 関 節 運 動 制 御 部
で あ っ て 、 前 記 ニ ー ド ル ナ イ フ ベ ー ス を 前 記 旋 回 ベ ー ス に 対 し て 旋 回 さ せ る 、 手 動 操 作 型
関 節 運 動 制 御 部 、
　 　 （ ２ ） 近 位 ボ デ ィ 端 部 位 を 有 す る ハ ン ド ピ ー ス ボ デ ィ 、
　 　 （ ３ ） 前 記 近 位 ボ デ ィ 端 部 位 に お い て 配 置 さ れ た 手 動 回 転 可 能 な ノ ブ 、 な ら び に 、
　 　 （ ４ ） 前 記 ハ ン ド ピ ー ス ボ デ ィ 内 に 配 置 さ れ た 駆 動 軸 で あ っ て 、 前 記 近 位 シ ー ス 部 位
に 取 り 付 け ら れ た 遠 位 駆 動 軸 部 位 、 お よ び 前 記 ノ ブ に 取 り 付 け ら れ た 近 位 駆 動 軸 部 位 、 を
有 し 、 前 記 ノ ブ が 前 記 ハ ン ド ピ ー ス ボ デ ィ に 対 し て 回 転 す る と 、 前 記 駆 動 軸 が 回 転 し 、 そ
の 結 果 前 記 可 撓 性 シ ー ス が 回 転 し 、 そ の 結 果 前 記 旋 回 ベ ー ス が 回 転 す る 、 駆 動 軸 、
　 を 含 む ハ ン ド ピ ー ス と 、
　 を 備 え る 、 医 療 機 器 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 開 示 の 内 容 】
【 ０ ０ ０ １ 】
〔 発 明 の 分 野 〕
　 本 発 明 は 、 医 療 機 材 に 主 に 関 し 、 よ り 詳 細 に は 、 ニ ー ド ル ナ イ フ を 有 す る 医 療 機 器 に 関
す る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
〔 発 明 の 背 景 〕
　 患 者 体 内 に 挿 入 す る こ と が 可 能 な 挿 入 チ ュ ー ブ を 有 す る 内 視 鏡 （ 結 腸 鏡 を 含 む ） が 、 公
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知 で あ る 。 挿 入 チ ュ ー ブ は 、 関 節 運 動 可 能 な 遠 位 端 部 位 を 有 し 、 こ の 遠 位 端 部 位 は 、 遠 位
端 部 位 か ら 内 視 鏡 の ハ ン ド ル 上 の 制 御 ノ ブ へ と 延 び る ワ イ ヤ に よ り 、 制 御 さ れ る 。 挿 入 チ
ュ ー ブ の 遠 位 端 部 の 広 角 度 ビ デ オ カ メ ラ に よ り 、 診 察 が 可 能 に な る 。 一 例 に お い て 、 挿 入
チ ュ ー ブ は 、 ２ つ の 作 業 チ ャ ネ ル を 有 す る 。 医 療 デ バ イ ス 、 例 え ば 、 医 療 用 ニ ー ド ル ナ イ
フ お よ び 医 療 把 持 装 置 な ど の 医 療 デ バ イ ス は 、 内 視 鏡 シ ス テ ム の 一 部 で あ り 、 内 視 鏡 の 挿
入 チ ュ ー ブ の 個 別 の 作 業 チ ャ ネ ル 中 に 挿 入 可 能 で あ り 、 ま た 、 治 療 の た め 、 遠 位 端 部 位 か
ら 延 び る よ う に 、 並 進 運 動 可 能 で あ る 。 牽 引 ワ イ ヤ を 用 い て 端 部 エ フ ェ ク タ ー を 旋 回 ピ ン
周 り に 関 節 運 動 さ せ る 、 他 の 医 療 デ バ イ ス も 公 知 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 未 だ 、 科 学 者 お よ び 技 術 者 は 、 改 善 さ れ た ニ ー ド ル ナ イ フ 付 き 医 療 機 器 を 求 め 続 け て い
る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
〔 発 明 の 概 要 〕
　 本 発 明 の 一 実 施 形 態 の 第 １ の 表 現 は 、 可 撓 性 シ ー ス 、 旋 回 ベ ー ス 、 医 療 用 ニ ー ド ル ナ イ
フ ベ ー ス 、 医 療 用 ニ ー ド ル ナ イ フ 、 お よ び ハ ン ド ピ ー ス を 含 む 、 医 療 機 器 に 関 す る 。 可 撓
性 シ ー ス は 、 患 者 体 内 に 挿 入 可 能 な 遠 位 シ ー ス 部 位 、 お よ び 近 位 シ ー ス 部 位 を 有 す る 。 旋
回 ベ ー ス は 、 遠 位 シ ー ス 部 位 に 取 り 付 け ら れ る 。 ニ ー ド ル ナ イ フ ベ ー ス は 、 旋 回 ベ ー ス に
旋 回 可 能 に 取 り 付 け ら れ 、 通 路 を 有 す る 。 医 療 用 ニ ー ド ル ナ イ フ は 、 通 路 か ら 伸 長 可 能 で
あ り 、 か つ 、 通 路 内 に お い て 後 退 可 能 で あ る 。 ハ ン ド ピ ー ス は 、 近 位 シ ー ス 部 位 に 接 続 さ
れ 、 手 動 操 作 型 関 節 運 動 制 御 部 を 含 む 。 手 動 操 作 型 関 節 運 動 制 御 部 は 、 ニ ー ド ル ナ イ フ ベ
ー ス に 動 作 可 能 に 接 続 さ れ 、 ニ ー ド ル ナ イ フ ベ ー ス を 旋 回 ベ ー ス に 対 し て 旋 回 さ せ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 本 発 明 の 一 実 施 形 態 の 第 ２ の 表 現 は 、 可 撓 性 シ ー ス 、 旋 回 ベ ー ス 、 医 療 用 ニ ー ド ル ナ イ
フ ベ ー ス 、 医 療 用 ニ ー ド ル ナ イ フ 、 ハ ン ド ピ ー ス 、 お よ び 長 さ 方 向 に 並 進 運 動 可 能 な 関 節
運 動 ケ ー ブ ル を 含 む 、 医 療 機 器 に 関 す る 。 可 撓 性 シ ー ス は 、 患 者 体 内 に 挿 入 可 能 な 遠 位 シ
ー ス 部 位 を 有 し 、 近 位 シ ー ス 部 位 を 有 し 、 か つ 、 第 １ の 内 腔 を 有 す る 。 旋 回 ベ ー ス は 、 遠
位 シ ー ス 部 位 に 取 り 付 け ら れ る 。 ニ ー ド ル ナ イ フ ベ ー ス は 、 旋 回 ベ ー ス に 旋 回 可 能 に 接 続
さ れ 、 か つ 、 通 路 を 有 す る 。 医 療 用 ニ ー ド ル ナ イ フ は 、 通 路 か ら 伸 長 可 能 で あ り 、 か つ 、
通 路 内 に お い て 後 退 可 能 で あ る 。 ハ ン ド ピ ー ス は 、 近 位 シ ー ス 部 位 に 接 続 さ れ 、 ハ ン ド ピ
ー ス ボ デ ィ 、 関 節 運 動 カ ム ギ ア 、 お よ び 手 動 操 作 用 ボ タ ン を 含 む 。 関 節 運 動 カ ム ギ ア は 、
ハ ン ド ピ ー ス ボ デ ィ に 旋 回 可 能 に 接 続 さ れ る 。 ボ タ ン は 、 関 節 運 動 カ ム ギ ア に 動 作 可 能 に
接 続 さ れ 、 関 節 運 動 カ ム ギ ア を ハ ン ド ピ ー ス ボ デ ィ に 対 し て 旋 回 さ せ る 。 関 節 運 動 ケ ー ブ
ル は 、 第 １ の 内 腔 内 に 配 置 さ れ 、 遠 位 ケ ー ブ ル 部 位 お よ び 近 位 ケ ー ブ ル 部 位 を 含 む 。 遠 位
ケ ー ブ ル 部 位 は 、 ニ ー ド ル ナ イ フ ベ ー ス に 動 作 可 能 に 接 続 さ れ 、 関 節 運 動 ケ ー ブ ル が 長 さ
方 向 に 並 進 運 動 す る 際 、 ニ ー ド ル ナ イ フ ベ ー ス を 旋 回 ベ ー ス に 対 し て 旋 回 さ せ る 。 近 位 ケ
ー ブ ル 部 位 は 、 関 節 運 動 カ ム ギ ア に 動 作 可 能 に 接 続 さ れ 、 こ こ で 、 関 節 運 動 カ ム ギ ア が 旋
回 す る と 、 関 節 運 動 ケ ー ブ ル が 長 さ 方 向 に 並 進 運 動 す る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 本 発 明 の 一 実 施 形 態 の 第 ３ の 表 現 は 、 可 撓 性 シ ー ス 、 旋 回 ベ ー ス 、 医 療 用 ニ ー ド ル ナ イ
フ ベ ー ス 、 医 療 用 ニ ー ド ル ナ イ フ 、 お よ び ハ ン ド ピ ー ス を 含 む 、 医 療 機 器 に 関 す る 。 可 撓
性 シ ー ス は 、 患 者 体 内 に 挿 入 可 能 な 遠 位 シ ー ス 部 位 を 有 し 、 近 位 シ ー ス 部 位 を 有 し 、 か つ
、 第 １ の 内 腔 を 有 す る 。 旋 回 ベ ー ス は 、 遠 位 シ ー ス 部 位 に 取 り 付 け ら れ る 。 ニ ー ド ル ナ イ
フ ベ ー ス は 、 旋 回 ベ ー ス に 旋 回 可 能 に 接 続 さ れ 、 か つ 、 通 路 を 有 す る 。 医 療 用 ニ ー ド ル ナ
イ フ は 、 通 路 か ら 伸 長 可 能 で あ り 、 か つ 、 通 路 内 に お い て 後 退 可 能 で あ る 。 ハ ン ド ピ ー ス
は 、 近 位 シ ー ス 部 位 に 接 続 さ れ 、 か つ 、 手 動 操 作 型 関 節 運 動 制 御 部 、 ハ ン ド ピ ー ス ボ デ ィ
、 手 動 回 転 可 能 な ノ ブ 、 お よ び 駆 動 軸 を 含 む 。 関 節 運 動 制 御 部 は 、 ニ ー ド ル ナ イ フ ベ ー ス
に 動 作 可 能 に 接 続 さ れ 、 ニ ー ド ル ナ イ フ ベ ー ス を 旋 回 ベ ー ス に 対 し て 旋 回 さ せ る 。 ハ ン ド
ピ ー ス ボ デ ィ は 、 近 位 ボ デ ィ 端 部 位 を 有 す る 。 ノ ブ は 、 近 位 ボ デ ィ 端 部 位 に 配 置 さ れ る 。
駆 動 軸 は 、 ハ ン ド ピ ー ス ボ デ ィ 内 に 配 置 さ れ 、 近 位 シ ー ス 部 位 に 取 り 付 け ら れ た 遠 位 駆 動
軸 部 位 を 有 し 、 ノ ブ に 取 り 付 け ら れ た 近 位 駆 動 軸 部 位 を 有 し 、 こ こ で 、 ノ ブ を ハ ン ド ピ ー

10

20

30

40

50

(4) JP 2007-307371 A 2007.11.29



ス ボ デ ィ に 対 し て 回 転 さ せ る と 、 駆 動 軸 が 回 転 し 、 そ の 結 果 、 可 撓 性 シ ー ス が 回 転 し 、 そ
の 結 果 、 旋 回 ベ ー ス が 回 転 す る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 本 発 明 の 一 実 施 形 態 の 表 現 の う ち １ つ 以 上 か ら 、 い く つ か の 恩 恵 お よ び 利 点 が 得 ら れ る
。 第 １ の 例 に お い て 、 可 撓 性 シ ー ス は 、 内 視 鏡 の 可 撓 性 挿 入 チ ュ ー ブ の 作 業 チ ャ ネ ル 内 に
挿 入 さ れ 、 こ こ で 、 ニ ー ド ル ナ イ フ ベ ー ス を （ 従 っ て 、 医 療 用 ニ ー ド ル ナ イ フ と と も に ）
内 視 鏡 挿 入 チ ュ ー ブ に 対 し て 関 節 運 動 さ せ る こ と に よ り 、 医 療 用 ニ ー ド ル ナ イ フ を 、 内 視
鏡 の 広 角 度 ビ デ オ カ メ ラ 、 お よ び 、 例 え ば 、 内 視 鏡 挿 入 チ ュ ー ブ の 第 ２ の 作 業 チ ャ ネ ル か
ら 延 び る 医 療 把 持 装 置 に 対 し て 、 別 個 に 調 整 す る こ と が で き る 。 第 ２ の 例 に お い て 、 可 撓
性 シ ー ス お よ び ／ ま た は 旋 回 ベ ー ス は 、 シ ー ス お よ び ／ ま た は ベ ー ス か ら 内 視 鏡 へ の レ ー
ル 機 構 を 有 し 、 こ れ に よ り 、 可 撓 性 シ ー ス お よ び ／ ま た は 旋 回 ベ ー ス は 、 内 視 鏡 の 可 撓 性
挿 入 チ ュ ー ブ の 外 側 レ ー ル に 連 結 さ れ 、 か つ 外 側 レ ー ル に 沿 っ て ス ラ イ ド す る こ と が で き
、 こ れ に よ り 、 内 視 鏡 の 広 角 度 ビ デ オ カ メ ラ 、 お よ び 、 例 え ば 、 内 視 鏡 挿 入 チ ュ ー ブ の 作
業 チ ャ ネ ル か ら 延 び る 医 療 把 持 装 置 に 対 し て 、 医 療 用 ニ ー ド ル ナ イ フ を 別 個 に 調 整 す る こ
と が で き る 。 １ つ の 変 更 例 に お い て 、 ニ ー ド ル ナ イ フ ベ ー ス は 、 ニ ー ド ル ナ イ フ ベ ー ス の
通 路 か ら 伸 長 し 、 か つ 、 通 路 内 に お い て 後 退 す る よ う に 並 進 運 動 可 能 な 医 療 用 ニ ー ド ル ナ
イ フ と 共 に 、 関 節 運 動 可 能 で あ り 、 か つ 、 回 転 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
〔 発 明 の 詳 細 な 説 明 〕
　 本 発 明 を 詳 細 に 説 明 す る 前 に 、 本 発 明 の 適 用 ま た は 用 途 は 、 添 付 図 面 お よ び 記 載 中 に 示
さ れ た 構 造 お よ び 部 品 構 成 の 詳 細 に 限 定 さ れ な い 点 に 留 意 さ れ た い 。 本 発 明 の 例 示 的 実 施
形 態 は 、 他 の 実 施 形 態 、 変 更 、 お よ び 改 変 に お い て 、 実 施 ま た は 組 み 込 む こ と が 可 能 で あ
り 、 様 々 な 方 法 で 実 施 ま た は 実 行 可 能 で あ る 。 さ ら に 、 他 に 明 記 無 き 限 り 、 本 明 細 書 中 に
お い て 用 い ら れ る 用 語 お よ び 表 現 は 、 読 者 の 利 便 の た め に 、 本 発 明 の 例 示 的 実 施 形 態 を 説
明 す る 目 的 で 選 択 さ れ た も の で あ り 、 本 発 明 を 限 定 す る こ と を 意 図 し て い な い 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 以 下 に 説 明 す る 実 施 形 態 、 例 等 の 表 現 の う ち い ず れ か １ つ ま た は そ れ 以 上 は 、 以 下 に 説
明 す る 他 の 実 施 形 態 、 例 等 の 表 現 の い ず れ か １ つ ま た は そ れ 以 上 と 組 み 合 わ せ る こ と が 可
能 で あ る こ と が 、 理 解 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 こ こ で 図 面 を 参 照 す る と 、 図 面 全 体 を 通 し て 、 類 似 の 参 照 番 号 は 、 類 似 の 構 成 要 素 を 指
し て お り 、 図 １ ～ 図 ８ は 、 本 発 明 の 実 施 形 態 を 示 す 。 図 １ ～ 図 ８ の 実 施 形 態 の 第 １ の 表 現
は 、 可 撓 性 シ ー ス １ ２ 、 旋 回 ベ ー ス １ ４ 、 医 療 用 ニ ー ド ル ナ イ フ ベ ー ス １ ６ 、 医 療 用 ニ ー
ド ル ナ イ フ １ ８ 、 お よ び ハ ン ド ピ ー ス ２ ０ を 含 む 、 医 療 機 器 １ ０ に 関 す る 。 可 撓 性 シ ー ス
１ ２ は 、 患 者 体 内 に 挿 入 可 能 な 遠 位 シ ー ス 部 位 ２ ２ を 有 し 、 近 位 シ ー ス 部 位 ２ ４ を 有 す る
。 旋 回 ベ ー ス １ ４ は 、 遠 位 シ ー ス 部 位 ２ ２ に 取 り 付 け ら れ る 。 ニ ー ド ル ナ イ フ ベ ー ス １ ６
は 、 旋 回 ベ ー ス １ ４ に 旋 回 可 能 に 接 続 さ れ 、 通 路 ２ ６ を 有 す る 。 医 療 用 ニ ー ド ル ナ イ フ １
８ は 、 通 路 ２ ６ か ら 伸 長 可 能 で あ り 、 通 路 ２ ６ 内 に お い て 後 退 可 能 で あ る 。 ハ ン ド ピ ー ス
２ ０ は 、 近 位 シ ー ス 部 位 ２ ４ に 接 続 さ れ 、 手 動 操 作 型 関 節 運 動 制 御 部 ２ ８ を 含 む 。 こ の 手
動 操 作 型 関 節 運 動 制 御 部 ２ ８ は 、 ニ ー ド ル ナ イ フ ベ ー ス １ ６ に 動 作 可 能 に 接 続 さ れ 、 こ れ
に よ り 、 ニ ー ド ル ナ イ フ ベ ー ス １ ６ を 旋 回 ベ ー ス １ ４ に 対 し て 旋 回 さ せ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 図 １ ～ 図 ８ の 実 施 形 態 の 第 １ の 表 現 の １ つ の 適 用 に お い て 、 ニ ー ド ル ナ イ フ ベ ー ス １ ６
、 旋 回 ベ ー ス １ ４ 、 お よ び 遠 位 シ ー ス 部 位 ２ ２ は 、 可 撓 性 内 視 鏡 挿 入 チ ュ ー ブ ３ ２ の 作 業
チ ャ ネ ル ３ ０ 内 に 挿 入 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 図 １ ～ 図 ８ の 実 施 形 態 の 第 １ の 表 現 の １ つ の 実 施 可 能 様 態 に お い て 、 ハ ン ド ピ ー ス ２ ０
は 、 手 動 操 作 型 並 進 運 動 制 御 部 ３ ４ を 含 む 。 こ の 手 動 操 作 型 並 進 運 動 制 御 部 ３ ４ は 、 医 療
用 ニ ー ド ル ナ イ フ １ ８ に 動 作 可 能 に 接 続 さ れ 、 こ れ に よ り 、 医 療 用 ニ ー ド ル ナ イ フ １ ８ を
通 路 ２ ６ か ら 伸 長 さ せ 、 医 療 用 ニ ー ド ル ナ イ フ １ ８ を 通 路 ２ ６ 内 に お い て 後 退 さ せ る 。 １
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つ の 変 更 例 に お い て 、 ハ ン ド ピ ー ス ２ ０ は 、 医 療 用 ニ ー ド ル ナ イ フ １ ８ に 電 気 的 に 接 続 さ
れ た 電 気 コ ネ ク タ ３ ６ を 含 む 。 １ つ の 改 変 例 に お い て 、 ハ ン ド ピ ー ス ２ ０ は 、 ハ ン ド ピ ー
ス ボ デ ィ ３ ８ を 含 み 、 近 位 シ ー ス 部 位 ２ ４ は 、 中 心 線 ４ ０ を 有 し 、 ハ ン ド ピ ー ス ボ デ ィ ３
８ に 対 し て 中 心 線 ４ ０ を 中 心 に 回 転 可 能 で あ る 。 一 例 に お い て 、 ハ ン ド ピ ー ス ２ ０ は 、 手
動 操 作 型 回 転 制 御 部 ４ ２ を 含 む 。 こ の 手 動 操 作 型 回 転 制 御 部 ４ ２ は 、 近 位 シ ー ス 部 位 ２ ４
に 動 作 可 能 に 接 続 さ れ 、 近 位 シ ー ス 部 位 ２ ４ を ハ ン ド ピ ー ス ボ デ ィ ３ ８ に 対 し て 中 心 線 ４
０ を 中 心 に 回 転 さ せ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 図 １ ～ 図 ８ の 実 施 形 態 の 第 １ の 表 現 の 一 構 成 に お い て 、 医 療 用 ニ ー ド ル ナ イ フ １ ８ は 、
例 え ば 、 電 気 コ ネ ク タ ３ ６ を 介 し て 、 電 気 的 に 活 性 化 可 能 で あ り 、 ニ ー ド ル ナ イ フ ベ ー ス
１ ６ は 、 医 療 用 ニ ー ド ル ナ イ フ １ ８ に よ っ て 電 気 的 に 活 性 化 さ れ な い 。 医 療 用 ニ ー ド ル ナ
イ フ １ ８ に よ っ て ニ ー ド ル ナ イ フ ベ ー ス １ ６ を 電 気 的 に 活 性 化 し な い た め に は 、 多 様 な 方
法 が あ り 、 例 え ば 、 限 定 的 で は な い が 、 ニ ー ド ル ナ イ フ ベ ー ス １ ６ を 電 気 絶 縁 ベ ー ス と す
る 方 法 、 ニ ー ド ル ナ イ フ ベ ー ス １ ６ を 導 電 性 ベ ー ス と し 、 通 路 ２ ６ を 少 な く と も 被 う 電 気
絶 縁 コ ー テ ィ ン グ を 有 す る 導 電 性 ベ ー ス と す る 方 法 、 ま た は 、 ニ ー ド ル ナ イ フ ベ ー ス １ ６
を 導 電 性 ベ ー ス と し 、 医 療 用 ニ ー ド ル ナ イ フ １ ８ の 非 絶 縁 遠 位 先 端 以 外 を 電 気 的 絶 縁 体 ９
４ で 被 う 方 法 で あ っ て 、 非 絶 縁 遠 位 先 端 が 通 路 ２ ６ 中 に 後 退 す る と 、 通 路 ２ ６ 中 の 、 非 絶
縁 遠 位 先 端 と 、 通 路 ２ ６ を 囲 む ニ ー ド ル ナ イ フ ベ ー ス １ ６ の 壁 と の 間 に は 、 常 に 絶 縁 空 隙
が 存 在 す る 方 法 な ど に よ り 、 達 成 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 図 １ ～ 図 ８ の 実 施 形 態 の 第 ２ の 表 現 は 、 可 撓 性 シ ー ス １ ２ 、 旋 回 ベ ー ス １ ４ 、 医 療 用 ニ
ー ド ル ナ イ フ ベ ー ス １ ６ 、 医 療 用 ニ ー ド ル ナ イ フ １ ８ 、 ハ ン ド ピ ー ス ２ ０ 、 お よ び 長 さ 方
向 に 並 進 運 動 可 能 な 関 節 運 動 ケ ー ブ ル ４ ４ を 含 む 、 医 療 機 器 １ ０ に 関 す る 。 可 撓 性 シ ー ス
１ ２ は 、 患 者 体 内 に 挿 入 可 能 な 遠 位 シ ー ス 部 位 ２ ２ を 有 し 、 近 位 シ ー ス 部 位 ２ ４ を 有 し 、
第 １ の 内 腔 ４ ６ を 有 す る 。 旋 回 ベ ー ス １ ４ は 、 遠 位 シ ー ス 部 位 ２ ２ に 取 り 付 け ら れ る 。 ニ
ー ド ル ナ イ フ ベ ー ス １ ６ は 、 旋 回 ベ ー ス １ ４ に 旋 回 可 能 に 接 続 さ れ 、 通 路 ２ ６ を 有 す る 。
医 療 用 ニ ー ド ル ナ イ フ １ ８ は 、 通 路 ２ ６ か ら 伸 長 可 能 で あ り 、 通 路 ２ ６ 内 に お い て 後 退 可
能 で あ る 。 ハ ン ド ピ ー ス ２ ０ は 、 近 位 シ ー ス 部 位 ２ ４ に 接 続 さ れ 、 ハ ン ド ピ ー ス ボ デ ィ ３
８ 、 関 節 運 動 カ ム ギ ア ４ ８ 、 お よ び 手 動 操 作 用 ボ タ ン ５ ０ を 含 む 。 関 節 運 動 カ ム ギ ア ４ ８
は 、 ハ ン ド ピ ー ス ボ デ ィ ３ ８ に 旋 回 可 能 に 取 り 付 け ら れ る 。 ボ タ ン ５ ０ は 、 関 節 運 動 カ ム
ギ ア ４ ８ に 動 作 可 能 に 接 続 さ れ 、 こ れ に よ り 、 関 節 運 動 カ ム ギ ア ４ ８ を ハ ン ド ピ ー ス ボ デ
ィ ３ ８ に 対 し て 旋 回 さ せ る 。 関 節 運 動 ケ ー ブ ル ４ ４ は 、 第 １ の 内 腔 ４ ６ 内 に 配 置 さ れ 、 遠
位 ケ ー ブ ル 部 位 ５ ２ お よ び 近 位 ケ ー ブ ル 部 位 ５ ４ を 含 む 。 遠 位 ケ ー ブ ル 部 位 ５ ２ は 、 ニ ー
ド ル ナ イ フ ベ ー ス １ ６ に 動 作 可 能 に 接 続 さ れ 、 こ れ に よ り 、 関 節 運 動 ケ ー ブ ル ４ ４ が 長 さ
方 向 に 並 進 運 動 す る 際 、 ニ ー ド ル ナ イ フ ベ ー ス １ ６ を 旋 回 ベ ー ス １ ４ に 対 し て 旋 回 さ せ る
。 近 位 ケ ー ブ ル 部 位 ５ ４ は 、 関 節 運 動 カ ム ギ ア ４ ８ に 動 作 可 能 に 接 続 さ れ 、 こ こ で 、 関 節
運 動 カ ム ギ ア ４ ８ が 旋 回 す る と 、 関 節 運 動 ケ ー ブ ル ４ ４ が 長 さ 方 向 に 並 進 運 動 す る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 「 ケ ー ブ ル 」 と い う 用 語 は 、 任 意 の 細 長 部 材 を 含 む 点 に 留 意 さ れ た い 。 １ つ の 材 料 の 選
択 例 と し て 、 関 節 運 動 ケ ー ブ ル ４ ４ は 、 ニ チ ノ ー ル を 含 む か 、 ニ チ ノ ー ル か ら 本 質 的 に な
る か 、 ま た は ニ チ ノ ー ル か ら な る 。 ま た 、 図 １ ～ 図 ８ の 実 施 形 態 の 第 １ の 表 現 の 適 用 、 変
更 、 改 変 、 お よ び 例 は 、 図 １ ～ 図 ８ の 実 施 形 態 の 第 ２ の 表 現 に も 等 し く 適 用 可 能 で あ る 点
に つ い て も 留 意 さ れ た い 。 一 例 に お い て 、 ボ タ ン ５ ０ は 、 バ ネ 付 勢 型 ボ タ ン で あ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 図 １ ～ 図 ８ の 実 施 形 態 の 第 ２ の 表 現 の １ つ の 実 施 可 能 様 態 に お い て 、 可 撓 性 シ ー ス １ ２
は 、 第 ２ の 内 腔 ５ ６ を 有 し 、 ハ ン ド ピ ー ス ２ ０ は 、 手 動 並 進 運 動 可 能 な ニ ー ド ル ナ イ フ ハ
ン ド ル ５ ８ を 含 む 。 １ つ の 変 更 例 に お い て 、 医 療 機 器 １ ０ は 、 作 動 ワ イ ヤ ６ ０ も 含 む 。 こ
の 作 動 ワ イ ヤ ６ ０ は 、 第 ２ の 内 腔 ５ ６ 内 に 配 置 さ れ 、 遠 位 ワ イ ヤ 部 位 ６ ２ お よ び 近 位 ワ イ
ヤ 部 位 ６ ４ を 有 す る 。 １ つ の 改 変 例 に お い て 、 遠 位 ワ イ ヤ 部 位 ６ ２ は 、 医 療 用 ニ ー ド ル ナ
イ フ １ ８ に 取 り 付 け ら れ 、 近 位 ワ イ ヤ 部 位 ６ ４ は 、 ニ ー ド ル ナ イ フ ハ ン ド ル ５ ８ に 取 り 付
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け ら れ る 。 一 例 に お い て 、 遠 位 ワ イ ヤ 部 位 ６ ２ は 、 医 療 用 ニ ー ド ル ナ イ フ １ ８ に 一 体 的 に
取 り 付 け ら れ る 。 よ っ て 、 こ の 例 に お い て 、 遠 位 ワ イ ヤ 部 位 ６ ２ お よ び 医 療 用 ニ ー ド ル ナ
イ フ １ ８ は 、 １ つ の 一 体 的 な 部 品 の ２ つ の 部 位 で あ る 。 １ つ の 例 示 に お い て 、 作 動 ワ イ ヤ
６ ０ お よ び 医 療 用 ニ ー ド ル ナ イ フ １ ８ は 、 １ つ の 一 体 的 な 部 品 の ２ つ の 部 位 で あ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 「 ワ イ ヤ 」 と い う 用 語 は 、 任 意 の 細 長 部 材 を 含 む 点 に 留 意 さ れ た い 。 １ つ の 材 料 の 選 択
例 と し て 、 作 動 ワ イ ヤ ６ ０ （ ま た は そ の 導 体 部 位 ） は 、 ニ チ ノ ー ル を 含 む か 、 ニ チ ノ ー ル
か ら 本 質 的 に な る か 、 ま た は ニ チ ノ ー ル か ら な る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 図 １ ～ 図 ８ の 実 施 形 態 の 第 ３ の 表 現 は 、 可 撓 性 シ ー ス １ ２ 、 旋 回 ベ ー ス １ ４ 、 医 療 用 ニ
ー ド ル ナ イ フ ベ ー ス １ ６ 、 医 療 用 ニ ー ド ル ナ イ フ １ ８ 、 お よ び ハ ン ド ピ ー ス ２ ０ を 含 む 、
医 療 機 器 １ ０ に 関 す る 。 可 撓 性 シ ー ス １ ２ は 、 患 者 内 に 挿 入 可 能 な 遠 位 シ ー ス 部 位 ２ ２ を
有 し 、 近 位 シ ー ス 部 位 ２ ４ を 有 し 、 第 １ の 内 腔 ４ ６ を 有 す る 。 旋 回 ベ ー ス １ ４ は 、 遠 位 シ
ー ス 部 位 ２ ２ に 取 り 付 け ら れ る 。 ニ ー ド ル ナ イ フ ベ ー ス １ ６ は 、 旋 回 ベ ー ス １ ４ に 旋 回 可
能 に 接 続 さ れ 、 通 路 ２ ６ を 有 す る 。 医 療 用 ニ ー ド ル ナ イ フ １ ８ は 、 通 路 ２ ６ か ら 伸 長 可 能
で あ り 、 か つ 、 通 路 ２ ６ 内 に お い て 後 退 可 能 で あ る 。 ハ ン ド ピ ー ス ２ ０ は 、 近 位 シ ー ス 部
位 ２ ４ に 接 続 さ れ 、 手 動 操 作 型 関 節 運 動 制 御 部 ２ ８ 、 ハ ン ド ピ ー ス ボ デ ィ ３ ８ 、 手 動 回 転
可 能 な ノ ブ ６ ６ 、 お よ び 駆 動 軸 ６ ８ を 含 む 。 関 節 運 動 制 御 部 ２ ８ は 、 ニ ー ド ル ナ イ フ ベ ー
ス １ ６ に 動 作 可 能 に 接 続 さ れ 、 こ れ に よ り 、 ニ ー ド ル ナ イ フ ベ ー ス １ ６ を 旋 回 ベ ー ス １ ４
に 対 し て 旋 回 さ せ る 。 ハ ン ド ピ ー ス ボ デ ィ ３ ８ は 、 近 位 ボ デ ィ 端 部 位 ７ ０ を 有 す る 。 ノ ブ
６ ６ は 、 近 位 ボ デ ィ 端 部 位 ７ ０ に お い て 配 置 さ れ る 。 駆 動 軸 ６ ８ は 、 ハ ン ド ピ ー ス ボ デ ィ
３ ８ 内 に 配 置 さ れ 、 近 位 シ ー ス 部 位 ２ ４ に 取 り 付 け ら れ た 遠 位 駆 動 軸 部 位 ７ ２ を 有 し 、 か
つ 、 ノ ブ ６ ６ に 取 り 付 け ら れ た 近 位 駆 動 軸 部 位 ７ ４ を 有 し 、 こ こ で 、 ノ ブ ６ ６ の ハ ン ド ピ
ー ス ボ デ ィ ３ ８ に 対 す る 回 転 に よ り 、 駆 動 軸 ６ ８ が 回 転 し 、 そ の 結 果 可 撓 性 シ ー ス １ ２ が
回 転 し 、 そ の 結 果 旋 回 ベ ー ス １ ４ が 回 転 す る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 図 １ ～ 図 ８ の 実 施 形 態 の 第 １ の 表 現 の 適 用 お よ び 変 更 と 、 図 １ ～ 図 ８ の 実 施 形 態 の 第 ２
の 表 現 の 実 施 可 能 様 態 、 変 更 、 改 変 、 お よ び 例 と は 、 図 １ ～ 図 ８ の 実 施 形 態 の 第 ３ の 表 現
に 等 し く 適 用 す る こ と が で き る 点 に 留 意 さ れ た い 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 図 １ ～ 図 ８ の 実 施 形 態 の 第 ３ の 表 現 の 一 実 施 可 能 様 態 に お い て 、 医 療 機 器 １ ０ は 、 関 節
運 動 カ ム ギ ア ４ ８ 、 手 動 操 作 用 ボ タ ン ５ ０ 、 お よ び 長 さ 方 向 に 並 進 運 動 可 能 な 関 節 運 動 ケ
ー ブ ル ４ ４ も 含 む 。 関 節 運 動 カ ム ギ ア ４ ８ は 、 ハ ン ド ピ ー ス ボ デ ィ ３ ８ に 旋 回 可 能 に 取 り
付 け ら れ る 。 ボ タ ン ５ ０ は 、 関 節 運 動 カ ム ギ ア ４ ８ に 動 作 可 能 に 接 続 さ れ 、 こ れ に よ り 、
関 節 運 動 カ ム ギ ア ４ ８ を ハ ン ド ピ ー ス ボ デ ィ ３ ８ に 対 し て 旋 回 さ せ る 。 関 節 運 動 ケ ー ブ ル
４ ４ は 、 第 １ の 内 腔 ４ ６ 内 に 配 置 さ れ 、 遠 位 ケ ー ブ ル 部 位 ５ ２ お よ び 近 位 ケ ー ブ ル 部 位 ５
４ を 含 む 。 遠 位 ケ ー ブ ル 部 位 ５ ２ は 、 ニ ー ド ル ナ イ フ ベ ー ス １ ６ に 動 作 可 能 に 接 続 さ れ 、
こ れ に よ り 、 関 節 運 動 ケ ー ブ ル ４ ４ が 長 さ 方 向 に 並 進 運 動 す る 際 、 ニ ー ド ル ナ イ フ ベ ー ス
１ ６ を 旋 回 ベ ー ス １ ４ に 対 し て 旋 回 さ せ る 。 近 位 ケ ー ブ ル 部 位 ５ ４ は 、 関 節 運 動 カ ム ギ ア
４ ８ に 動 作 可 能 に 接 続 さ れ 、 こ こ で 、 関 節 運 動 カ ム ギ ア ４ ８ が 旋 回 す る と 、 関 節 運 動 ケ ー
ブ ル ４ ４ が 長 さ 方 向 に 並 進 運 動 す る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 図 １ ～ 図 ８ の 実 施 形 態 の 第 ３ の 表 現 の 一 実 施 に お い て 、 医 療 機 器 １ ０ は ま た 、 回 転 カ プ
ラ ー ７ ６ も 含 む 。 こ の 回 転 カ プ ラ ー ７ ６ は 、 ハ ン ド ピ ー ス ボ デ ィ ３ ８ 内 に 配 置 さ れ 、 駆 動
軸 ６ ８ を 囲 み 、 駆 動 軸 ６ ８ に 対 し て 長 さ 方 向 に 並 進 運 動 可 能 で あ り 、 か つ 、 駆 動 軸 ６ ８ に
対 し て 回 転 不 可 能 で あ る 。 近 位 ケ ー ブ ル 部 位 ５ ４ は 、 回 転 カ プ ラ ー ７ ６ に 取 り 付 け ら れ 、
回 転 カ プ ラ ー ７ ６ は 、 円 周 切 欠 部 （ notch） ７ ８ を 有 す る 。 関 節 運 動 カ ム ギ ア ４ ８ は 、 切
欠 部 ７ ８ と 係 合 す る ピ ン ８ ０ を 有 し 、 こ こ で 、 関 節 運 動 カ ム ギ ア ４ ８ が 旋 回 す る と 、 回 転
カ プ ラ ー ７ ６ が 駆 動 軸 ６ ８ に 対 し て 長 さ 方 向 に 並 進 運 動 し 、 そ の 結 果 、 関 節 運 動 ケ ー ブ ル
４ ４ が 可 撓 性 シ ー ス １ ２ に 対 し て 長 さ 方 向 に 並 進 運 動 す る 。
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【 ０ ０ ２ ２ 】
　 図 １ ～ 図 ８ の 医 療 機 器 １ ０ の 実 施 形 態 の 図 示 し な い 一 例 に お い て 、 旋 回 ベ ー ス １ ４ は 、
可 撓 性 内 視 鏡 挿 入 チ ュ ー ブ ３ ２ の 外 側 レ ー ル に 連 結 さ れ か つ 外 側 レ ー ル に 沿 っ て ス ラ イ ド
す る よ う に 、 構 成 さ れ る 。 １ つ の 手 順 に お い て 、 ニ ー ド ル ナ イ フ ハ ン ド ル ５ ８ が 牽 引 さ れ
、 こ れ に よ り 、 医 療 用 ニ ー ド ル ナ イ フ １ ８ を 通 路 ２ ６ 内 に お い て 後 退 さ せ る 。 そ の 後 、 ニ
ー ド ル ナ イ フ ベ ー ス １ ６ を 、 内 視 鏡 挿 入 チ ュ ー ブ ３ ２ の 外 側 レ ー ル に 連 結 す る 。 こ の 内 視
鏡 挿 入 チ ュ ー ブ ３ ２ の 遠 位 端 部 は 、 患 者 体 内 の 治 療 を 必 要 と す る 細 織 部 位 に 配 置 さ れ る 。
そ の 後 、 可 撓 性 シ ー ス １ ２ を 押 圧 し 、 ニ ー ド ル ナ イ フ ベ ー ス １ ６ を 内 視 鏡 挿 入 チ ュ ー ブ ３
２ の 遠 位 端 部 に ス ラ イ ド さ せ る 。 あ る 時 点 で 、 図 示 し な い 医 療 把 持 装 置 を 、 内 視 鏡 挿 入 チ
ュ ー ブ ３ ２ の 作 業 チ ャ ネ ル ３ ０ 中 に 挿 入 し 、 内 視 鏡 挿 入 チ ュ ー ブ ３ ２ の 遠 位 端 部 か ら 延 び
る よ う に 並 進 運 動 さ せ る 。 こ こ で 、 内 視 鏡 挿 入 チ ュ ー ブ ３ ２ を 関 節 運 動 さ せ 、 医 療 把 持 装
置 を 調 整 （ align） す る 。 そ の 後 、 ニ ー ド ル ナ イ フ ハ ン ド ル ５ ８ を 押 圧 し て 、 医 療 用 ニ ー
ド ル ナ イ フ １ ８ を 通 路 ２ ６ か ら 伸 長 さ せ る 。 こ こ で 、 ボ タ ン ５ ０ の 押 圧 お よ び ／ ま た は ノ
ブ ６ ６ の 回 転 を 行 っ て 、 医 療 把 持 装 置 の 調 整 と は 別 個 に 、 医 療 用 ニ ー ド ル ナ イ フ １ ８ を 調
整 す る 。 そ の 後 、 医 療 用 ニ ー ド ル ナ イ フ １ ８ を 、 患 者 組 織 の 治 療 の た め に 用 い る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 別 の 手 順 に お い て 、 ニ ー ド ル ナ イ フ ベ ー ス １ ６ 、 旋 回 ベ ー ス １ ４ 、 お よ び 遠 位 シ ー ス 部
位 ２ ２ を 、 可 撓 性 内 視 鏡 挿 入 チ ュ ー ブ の 第 １ の 作 業 チ ャ ネ ル 中 に 挿 入 し 、 内 視 鏡 挿 入 チ ュ
ー ブ の 第 ２ の 作 業 チ ャ ネ ル （ 図 示 せ ず ） 中 に 、 医 療 把 持 装 置 を 挿 入 す る 。 図 １ ～ 図 ８ の 医
療 機 器 １ ０ の 実 施 形 態 を 用 い る 、 他 の 内 視 鏡 手 順 お よ び 内 視 鏡 以 外 の 手 順 に つ い て は 、 当
業 者 に 委 ね ら れ る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 図 １ ～ 図 ８ の 実 施 形 態 の 一 構 造 に お い て 、 旋 回 可 能 な 接 続 の た め の 旋 回 ピ ン ８ ２ が 、 図
示 の よ う に 設 け ら れ る 。 １ つ の 変 更 例 に お い て 、 電 気 コ ネ ク タ ３ ６ は 、 バ ナ ナ プ ラ グ で あ
る 。 １ つ の 改 変 例 に お い て 、 遠 位 ケ ー ブ ル 部 位 ５ ２ は 、 旋 回 ベ ー ス １ ４ 内 に 配 置 さ れ た ラ
ッ ク ８ ４ に 取 り 付 け ら れ 、 ニ ー ド ル ナ イ フ ベ ー ス １ ６ は 、 ラ ッ ク ８ ４ と 動 作 可 能 に 係 合 す
る ピ ニ オ ン 歯 ８ ６ を 含 み 、 こ こ で 、 関 節 運 動 ケ ー ブ ル ４ ４ が 長 さ 方 向 に 並 進 運 動 す る と 、
ラ ッ ク ８ ４ が 並 進 運 動 し 、 そ の 結 果 、 ニ ー ド ル ナ イ フ ベ ー ス １ ６ が 、 旋 回 ベ ー ス １ ４ に 対
し て 、 ニ ー ド ル ナ イ フ ベ ー ス １ ６ と 関 連 付 け ら れ た 旋 回 ピ ン ８ ２ を 中 心 に 関 節 運 動 す る 。
一 例 に お い て 、 回 転 カ プ ラ ー ７ ６ は 、 内 側 に 延 び る リ ブ ８ ８ を 含 む 。 こ れ ら の リ ブ ８ ８ は
、 駆 動 軸 ６ ８ の 表 面 溝 ９ ０ と ス ラ イ ド 可 能 に 係 合 し 、 こ れ に よ り 、 回 転 カ プ ラ ー ７ ６ の 駆
動 軸 ６ ８ に 対 す る 回 転 を 回 避 し つ つ 、 回 転 カ プ ラ ー ７ ６ が 、 駆 動 軸 ６ ８ に 対 し て 長 さ 方 向
に 並 進 運 動 す る 。 よ っ て 、 ノ ブ ６ ６ を 回 転 さ せ る こ と に よ り 、 駆 動 軸 ６ ８ を 、 従 っ て ニ ー
ド ル ナ イ フ ベ ー ス １ ６ と と も に 回 転 さ せ て も 、 関 節 運 動 ケ ー ブ ル ４ ４ は 、 ね じ れ な い 。 １
つ の 使 用 例 に お い て 、 医 療 用 ニ ー ド ル ナ イ フ １ ８ を 、 ワ イ ヤ 絶 縁 部 お よ び ／ ま た は 被 覆 絶
縁 構 造 等 か ら 、 通 路 ２ ６ 内 を 後 退 さ せ る と 、 作 動 ワ イ ヤ ６ ０ は 、 患 者 か ら 電 気 的 に 絶 縁 さ
れ る 。 １ つ の 構 成 例 に お い て 、 作 動 ワ イ ヤ ６ ０ は 、 電 気 的 絶 縁 体 ９ ４ に 被 わ れ た 電 気 導 体
９ ２ を 含 む 。 １ つ の 設 計 例 に お い て 、 ハ ン ド ピ ー ス ２ ０ は 、 指 支 持 部 ９ ６ を 含 む 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 本 発 明 の 一 実 施 形 態 の 表 現 の う ち １ つ 以 上 か ら 、 い く つ か の 恩 恵 お よ び 利 点 が 得 ら れ る
。 第 １ の 例 に お い て 、 可 撓 性 シ ー ス は 、 内 視 鏡 の 可 撓 性 挿 入 チ ュ ー ブ の 作 業 チ ャ ネ ル 中 に
挿 入 さ れ る 。 こ こ で 、 ニ ー ド ル ナ イ フ ベ ー ス を （ 従 っ て 、 医 療 用 ニ ー ド ル ナ イ フ と と も に
） 、 内 視 鏡 挿 入 チ ュ ー ブ に 対 し て 関 節 運 動 さ せ る こ と に よ り 、 内 視 鏡 の 広 角 度 ビ デ オ カ メ
ラ と 、 例 え ば 、 内 視 鏡 挿 入 チ ュ ー ブ の 第 ２ の 作 業 チ ャ ネ ル か ら 延 び る 医 療 把 持 装 置 と に 対
し 、 医 療 用 ニ ー ド ル ナ イ フ を 別 個 に 調 整 す る こ と が で き る 。 第 ２ の 例 に お い て 、 可 撓 性 シ
ー ス お よ び ／ ま た は 旋 回 ベ ー ス は 、 シ ー ス お よ び ／ ま た は ベ ー ス か ら 内 視 鏡 レ ー ル へ の レ
ー ル 機 構 を 有 し 、 こ れ に よ り 、 可 撓 性 シ ー ス お よ び ／ ま た は 旋 回 ベ ー ス を 、 内 視 鏡 の 可 撓
性 挿 入 チ ュ ー ブ の 外 側 レ ー ル に 連 結 し か つ こ の 外 側 レ ー ル に 沿 っ て ス ラ イ ド さ せ る こ と が
可 能 に な り 、 こ れ に よ り 、 内 視 鏡 の 広 角 度 ビ デ オ カ メ ラ と 、 例 え ば 、 内 視 鏡 挿 入 チ ュ ー ブ
の 作 業 チ ャ ネ ル か ら 延 び る 医 療 把 持 装 置 と に 対 し 、 医 療 用 ニ ー ド ル ナ イ フ を 別 個 に 調 整 す
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る こ と が で き る 。 １ つ の 変 更 例 に お い て 、 ニ ー ド ル ナ イ フ ベ ー ス は 、 ニ ー ド ル ナ イ フ ベ ー
ス の 通 路 か ら 伸 長 し 、 か つ 、 通 路 内 に お い て 後 退 す る よ う に 並 進 運 動 可 能 な 医 療 用 ニ ー ド
ル ナ イ フ と 共 に 、 関 節 運 動 可 能 で あ り 、 か つ 、 回 転 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 一 実 施 形 態 の い く つ か の 表 現 の 説 明 に よ っ て 本 発 明 に つ い て 説 明 し て き た が 、 出 願 人 は
、 添 付 の 特 許 請 求 の 範 囲 の 意 図 お よ び 範 囲 を 、 そ の よ う な 詳 細 に 制 限 ま た は 限 定 す る こ と
を 意 図 し な い 。 当 業 者 で あ れ ば 、 本 発 明 の 範 囲 か ら 逸 脱 す る こ と な く 、 多 数 の 改 変 例 、 変
更 例 、 お よ び 置 換 例 を 想 起 す る 。 前 述 の 記 載 は 、 例 示 目 的 の た め に 提 供 さ れ た も の で あ り
、 当 業 者 で あ れ ば 、 特 許 請 求 の 範 囲 の 範 囲 お よ び 意 図 か ら 逸 脱 す る こ と な く 、 他 の 変 更 例
を 想 起 し 得 る こ と が 理 解 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
〔 実 施 の 態 様 〕
　 （ １ ） 　 医 療 機 器 に お い て 、
　 ａ ） 可 撓 性 シ ー ス で あ っ て 、 患 者 体 内 に 挿 入 可 能 な 遠 位 シ ー ス 部 位 、 お よ び 近 位 シ ー ス
部 位 を 有 す る 、 可 撓 性 シ ー ス と 、
　 ｂ ） 前 記 遠 位 シ ー ス 部 位 に 取 り 付 け ら れ た 旋 回 ベ ー ス と 、
　 ｃ ） 前 記 旋 回 ベ ー ス に 旋 回 可 能 に 接 続 さ れ 、 か つ 通 路 を 有 す る 、 医 療 用 ニ ー ド ル ナ イ フ
ベ ー ス と 、
　 ｄ ） 前 記 通 路 か ら 伸 長 可 能 で あ り 、 か つ 前 記 通 路 内 に お い て 後 退 可 能 な 、 医 療 用 ニ ー ド
ル ナ イ フ と 、
　 ｅ ） 前 記 近 位 シ ー ス 部 位 に 接 続 さ れ た ハ ン ド ピ ー ス で あ っ て 、 前 記 ハ ン ド ピ ー ス は 、 手
動 操 作 型 関 節 運 動 制 御 部 を 含 み 、 前 記 手 動 操 作 型 関 節 運 動 制 御 部 は 、 前 記 ニ ー ド ル ナ イ フ
ベ ー ス に 動 作 可 能 に 接 続 さ れ 、 こ れ に よ り 、 前 記 ニ ー ド ル ナ イ フ ベ ー ス を 前 記 旋 回 ベ ー ス
に 対 し て 旋 回 さ せ る 、 ハ ン ド ピ ー ス と 、
　 を 備 え る 、 医 療 機 器 。
　 （ ２ ） 　 実 施 態 様 １ に 記 載 の 医 療 機 器 に お い て 、
　 前 記 ニ ー ド ル ナ イ フ ベ ー ス 、 前 記 旋 回 ベ ー ス 、 お よ び 前 記 遠 位 シ ー ス 部 位 は 、 可 撓 性 内
視 鏡 挿 入 チ ュ ー ブ の 作 業 チ ャ ネ ル 内 に 挿 入 可 能 で あ る 、 医 療 機 器 。
　 （ ３ ） 　 実 施 態 様 １ に 記 載 の 医 療 機 器 に お い て 、
　 前 記 ハ ン ド ピ ー ス は 、 前 記 医 療 用 ニ ー ド ル ナ イ フ に 動 作 可 能 に 接 続 さ れ た 手 動 操 作 型 並
進 運 動 制 御 部 を 含 み 、 前 記 医 療 用 ニ ー ド ル ナ イ フ を 前 記 通 路 か ら 伸 長 さ せ 、 前 記 医 療 用 ニ
ー ド ル ナ イ フ を 前 記 通 路 内 に お い て 後 退 さ せ る 、 医 療 機 器 。
　 （ ４ ） 　 実 施 態 様 ３ に 記 載 の 医 療 機 器 に お い て 、
　 前 記 ハ ン ド ピ ー ス は 、 前 記 医 療 用 ニ ー ド ル ナ イ フ に 電 気 的 に 接 続 さ れ た 電 気 コ ネ ク タ を
含 む 、 医 療 機 器 。
　 （ ５ ） 　 実 施 態 様 ４ に 記 載 の 医 療 機 器 に お い て 、
　 前 記 ハ ン ド ピ ー ス は 、 ハ ン ド ピ ー ス ボ デ ィ を 含 み 、
　 前 記 近 位 シ ー ス 部 位 は 、 中 心 線 を 有 し 、 か つ 、 前 記 ハ ン ド ピ ー ス ボ デ ィ に 対 し て 前 記 中
心 線 を 中 心 に 回 転 可 能 で あ る 、 医 療 機 器 。
　 （ ６ ） 　 実 施 態 様 ５ に 記 載 の 医 療 機 器 に お い て 、
　 前 記 ハ ン ド ピ ー ス は 、 前 記 近 位 シ ー ス 部 位 に 動 作 可 能 に 接 続 さ れ た 手 動 操 作 型 回 転 制 御
部 を 含 み 、
　 前 記 手 動 操 作 型 回 転 制 御 部 は 、 前 記 近 位 シ ー ス 部 位 を 前 記 ハ ン ド ピ ー ス ボ デ ィ に 対 し て
前 記 中 心 線 を 中 心 に 回 転 さ せ る 、 医 療 機 器 。
　 （ ７ ） 　 実 施 態 様 １ に 記 載 の 医 療 機 器 に お い て 、
　 前 記 医 療 用 ニ ー ド ル ナ イ フ は 、 電 気 的 に 活 性 化 可 能 で あ り 、
　 前 記 ニ ー ド ル ナ イ フ ベ ー ス は 、 前 記 医 療 用 ニ ー ド ル ナ イ フ に よ っ て 電 気 的 に 活 性 化 さ れ
な い 、 医 療 機 器 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 （ ８ ） 医 療 機 器 に お い て 、
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　 ａ ） 患 者 体 内 に 挿 入 可 能 な 遠 位 シ ー ス 部 位 、 近 位 シ ー ス 部 位 、 お よ び 第 １ の 内 腔 、 を 有
す る 可 撓 性 シ ー ス と 、
　 ｂ ） 前 記 遠 位 シ ー ス 部 位 に 取 り 付 け ら れ た 旋 回 ベ ー ス と 、
　 ｃ ） 前 記 旋 回 ベ ー ス に 旋 回 可 能 に 接 続 さ れ 、 か つ 通 路 を 有 す る 、 医 療 用 ニ ー ド ル ナ イ フ
ベ ー ス と 、
　 ｄ ） 前 記 通 路 か ら 伸 長 可 能 で あ り 、 か つ 前 記 通 路 内 に お い て 後 退 可 能 な 、 医 療 用 ニ ー ド
ル ナ イ フ と 、
　 ｅ ） 前 記 近 位 シ ー ス 部 位 に 接 続 さ れ た ハ ン ド ピ ー ス で あ っ て 、
　 　 （ ｉ ） ハ ン ド ピ ー ス ボ デ ィ 、
　 　 （ ii） 前 記 ハ ン ド ピ ー ス ボ デ ィ に 旋 回 可 能 に 取 り 付 け ら れ た 関 節 運 動 カ ム ギ ア 、 お よ
び 、
　 　 （ iii） 前 記 関 節 運 動 カ ム ギ ア に 動 作 可 能 に 接 続 さ れ た 手 動 操 作 用 ボ タ ン で あ っ て 、
前 記 関 節 運 動 カ ム ギ ア を 前 記 ハ ン ド ピ ー ス ボ デ ィ に 対 し て 旋 回 さ せ る 、 手 動 操 作 用 ボ タ ン
、
　 を 含 む 、 ハ ン ド ピ ー ス と 、
　 ｆ ） 前 記 第 １ の 内 腔 内 に 配 置 さ れ た 、 長 さ 方 向 に 並 進 運 動 可 能 な 関 節 運 動 ケ ー ブ ル で あ
っ て 、
　 　 （ ｉ ） 前 記 ニ ー ド ル ナ イ フ ベ ー ス に 動 作 可 能 に 接 続 さ れ た 遠 位 ケ ー ブ ル 部 位 で あ っ て
、 前 記 関 節 運 動 ケ ー ブ ル が 長 さ 方 向 に 並 進 運 動 す る 際 、 前 記 ニ ー ド ル ナ イ フ ベ ー ス を 前 記
旋 回 ベ ー ス に 対 し て 旋 回 さ せ る 、 遠 位 ケ ー ブ ル 部 位 と 、
　 　 （ ii） 前 記 関 節 運 動 カ ム ギ ア に 動 作 可 能 に 接 続 さ れ た 近 位 ケ ー ブ ル 部 位 で あ っ て 、 前
記 関 節 運 動 カ ム ギ ア が 旋 回 す る と 、 前 記 関 節 運 動 ケ ー ブ ル が 長 さ 方 向 に 並 進 運 動 す る 、 近
位 ケ ー ブ ル 部 位 と 、
　 を 含 む 、 関 節 運 動 ケ ー ブ ル と 、
　 を 備 え る 、 医 療 機 器 。
　 （ ９ ） 　 実 施 態 様 ８ に 記 載 の 医 療 機 器 に お い て 、
　 前 記 ニ ー ド ル ナ イ フ ベ ー ス 、 前 記 旋 回 ベ ー ス 、 お よ び 前 記 遠 位 シ ー ス 部 位 は 、 可 撓 性 内
視 鏡 挿 入 チ ュ ー ブ の 作 業 チ ャ ネ ル 内 に 挿 入 可 能 で あ る 、 医 療 機 器 。
　 （ １ ０ ） 　 実 施 態 様 ８ に 記 載 の 医 療 機 器 に お い て 、
　 前 記 可 撓 性 シ ー ス は 、 第 ２ の 内 腔 を 有 し 、
　 前 記 ハ ン ド ピ ー ス は 、 手 動 並 進 運 動 可 能 な ニ ー ド ル ナ イ フ ハ ン ド ル を 含 み 、
　 前 記 医 療 機 器 は 、 作 動 ワ イ ヤ を さ ら に 含 み 、
　 前 記 作 動 ワ イ ヤ は 、 前 記 第 ２ の 内 腔 内 に 配 置 さ れ 、 遠 位 ワ イ ヤ 部 位 お よ び 近 位 ワ イ ヤ 部
位 を 有 し 、
　 前 記 遠 位 ワ イ ヤ 部 位 は 、 前 記 医 療 用 ニ ー ド ル ナ イ フ に 取 り 付 け ら れ 、
　 前 記 近 位 ワ イ ヤ 部 位 は 、 ニ ー ド ル ナ イ フ ハ ン ド ル に 取 り 付 け ら れ る 、 医 療 機 器 。
　 （ １ １ ） 　 実 施 態 様 １ ０ に 記 載 の 医 療 機 器 に お い て 、
　 前 記 遠 位 ワ イ ヤ 部 位 は 、 前 記 医 療 用 ニ ー ド ル ナ イ フ に 一 体 的 に 取 り 付 け ら れ る 、 医 療 機
器 。
　 （ １ ２ ） 　 実 施 態 様 １ ０ に 記 載 の 医 療 機 器 に お い て 、
　 電 気 コ ネ ク タ 、
　 を さ ら に 含 み 、
　 前 記 電 気 コ ネ ク タ は 、 前 記 ニ ー ド ル ナ イ フ ハ ン ド ル に 取 り 付 け ら れ 、 前 記 近 位 ワ イ ヤ 部
位 に 電 気 的 に 接 続 さ れ る 、 医 療 機 器 。
　 （ １ ３ ） 　 実 施 態 様 １ ２ に 記 載 の 医 療 機 器 に お い て 、
　 前 記 近 位 シ ー ス 部 位 は 、 中 心 線 を 有 し 、 か つ 、 前 記 ハ ン ド ピ ー ス ボ デ ィ に 対 し て 前 記 中
心 線 を 中 心 に 回 転 可 能 で あ る 、 医 療 機 器 。
　 （ １ ４ ） 　 実 施 態 様 １ ３ に 記 載 の 医 療 機 器 に お い て 、
　 前 記 ハ ン ド ピ ー ス は 、 前 記 近 位 シ ー ス 部 位 に 動 作 可 能 に 接 続 さ れ た 手 動 操 作 型 回 転 制 御
部 を 含 み 、 前 記 近 位 シ ー ス 部 位 を 前 記 ハ ン ド ピ ー ス ボ デ ィ に 対 し て 前 記 中 心 線 を 中 心 に 回
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転 さ せ る 、 医 療 機 器 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 （ １ ５ ） 医 療 機 器 に お い て 、
　 ａ ） 患 者 体 内 に 挿 入 可 能 な 遠 位 シ ー ス 部 位 、 近 位 シ ー ス 部 位 、 お よ び 第 １ の 内 腔 、 を 有
す る 可 撓 性 シ ー ス と 、
　 ｂ ） 前 記 遠 位 シ ー ス 部 位 に 取 り 付 け ら れ た 旋 回 ベ ー ス と 、
　 ｃ ） 前 記 旋 回 ベ ー ス に 旋 回 可 能 に 接 続 さ れ 、 か つ 通 路 を 有 す る 、 医 療 用 ニ ー ド ル ナ イ フ
ベ ー ス と 、
　 ｄ ） 前 記 通 路 か ら 伸 長 可 能 で あ り 、 か つ 前 記 通 路 内 に お い て 後 退 可 能 な 、 医 療 用 ニ ー ド
ル ナ イ フ と 、
　 ｅ ） 前 記 近 位 シ ー ス 部 位 に 接 続 さ れ た ハ ン ド ピ ー ス で あ っ て 、
　 　 （ ｉ ） 前 記 ニ ー ド ル ナ イ フ ベ ー ス に 動 作 可 能 に 接 続 さ れ た 手 動 操 作 型 関 節 運 動 制 御 部
で あ っ て 、 前 記 ニ ー ド ル ナ イ フ ベ ー ス を 前 記 旋 回 ベ ー ス に 対 し て 旋 回 さ せ る 、 手 動 操 作 型
関 節 運 動 制 御 部 、
　 　 （ ii） 近 位 ボ デ ィ 端 部 位 を 有 す る ハ ン ド ピ ー ス ボ デ ィ 、
　 　 （ iii） 前 記 近 位 ボ デ ィ 端 部 位 に お い て 配 置 さ れ た 手 動 回 転 可 能 な ノ ブ 、 な ら び に 、
　 　 （ iv） 前 記 ハ ン ド ピ ー ス ボ デ ィ 内 に 配 置 さ れ た 駆 動 軸 で あ っ て 、 前 記 近 位 シ ー ス 部 位
に 取 り 付 け ら れ た 遠 位 駆 動 軸 部 位 、 お よ び 前 記 ノ ブ に 取 り 付 け ら れ た 近 位 駆 動 軸 部 位 、 を
有 し 、 前 記 ノ ブ が 前 記 ハ ン ド ピ ー ス ボ デ ィ に 対 し て 回 転 す る と 、 前 記 駆 動 軸 が 回 転 し 、 そ
の 結 果 前 記 可 撓 性 シ ー ス が 回 転 し 、 そ の 結 果 前 記 旋 回 ベ ー ス が 回 転 す る 、 駆 動 軸 、
　 を 含 む ハ ン ド ピ ー ス と 、
　 を 備 え る 、 医 療 機 器 。
　 （ １ ６ ） 　 実 施 態 様 １ ５ に 記 載 の 医 療 機 器 に お い て 、
　 前 記 ニ ー ド ル ナ イ フ ベ ー ス 、 前 記 旋 回 ベ ー ス 、 お よ び 前 記 遠 位 シ ー ス 部 位 は 、 可 撓 性 内
視 鏡 挿 入 チ ュ ー ブ の 作 業 チ ャ ネ ル 内 に 挿 入 可 能 で あ る 、 医 療 機 器 。
　 （ １ ７ ） 　 実 施 態 様 １ ５ に 記 載 の 医 療 機 器 に お い て 、
　 （ ｉ ） 前 記 ハ ン ド ピ ー ス ボ デ ィ に 旋 回 可 能 に 取 り 付 け ら れ た 関 節 運 動 カ ム ギ ア と 、
　 （ ii） 前 記 関 節 運 動 カ ム ギ ア に 動 作 可 能 に 接 続 さ れ た 手 動 操 作 用 ボ タ ン で あ っ て 、 前 記
関 節 運 動 カ ム ギ ア を 前 記 ハ ン ド ピ ー ス ボ デ ィ に 対 し て 旋 回 さ せ る 、 手 動 操 作 用 ボ タ ン と 、
　 （ iii） 長 さ 方 向 に 並 進 運 動 可 能 な 関 節 運 動 ケ ー ブ ル で あ っ て 、
　 　 前 記 関 節 運 動 ケ ー ブ ル は 、 前 記 第 １ の 内 腔 内 に 配 置 さ れ 、 前 記 ニ ー ド ル ナ イ フ ベ ー ス
に 動 作 可 能 に 接 続 さ れ た 遠 位 ケ ー ブ ル 部 位 を 有 し 、 前 記 関 節 運 動 ケ ー ブ ル が 長 さ 方 向 に 並
進 運 動 す る 際 、 前 記 ニ ー ド ル ナ イ フ ベ ー ス を 前 記 旋 回 ベ ー ス に 対 し て 旋 回 さ せ 、
　 　 前 記 関 節 運 動 ケ ー ブ ル は 、 前 記 関 節 運 動 カ ム ギ ア に 動 作 可 能 に 接 続 さ れ た 近 位 ケ ー ブ
ル 部 位 を 有 し 、
　 　 前 記 関 節 運 動 カ ム ギ ア が 旋 回 す る と 、 前 記 関 節 運 動 ケ ー ブ ル が 長 さ 方 向 に 並 進 運 動 す
る 、
　 関 節 運 動 ケ ー ブ ル と 、
　 を さ ら に 含 む 、 医 療 機 器 。
　 （ １ ８ ） 　 実 施 態 様 １ ７ に 記 載 の 医 療 機 器 に お い て 、
　 回 転 カ プ ラ ー 、
　 を さ ら に 含 み 、
　 前 記 回 転 カ プ ラ ー は 、 前 記 ハ ン ド ピ ー ス ボ デ ィ 内 に 配 置 さ れ 、 前 記 駆 動 軸 を 囲 み 、 前 記
駆 動 軸 に 対 し て 長 さ 方 向 に 並 進 運 動 可 能 で あ り 、 か つ 、 前 記 駆 動 軸 に 対 し て 回 転 不 可 能 で
あ り 、
　 前 記 近 位 ケ ー ブ ル 部 位 は 、 前 記 回 転 カ プ ラ ー に 取 り 付 け ら れ 、
　 前 記 回 転 カ プ ラ ー は 、 円 周 切 欠 部 を 有 し 、
　 前 記 関 節 運 動 カ ム ギ ア は 、 前 記 切 欠 部 と 係 合 す る ピ ン を 有 し 、
　 前 記 関 節 運 動 カ ム ギ ア が 旋 回 す る と 、 前 記 回 転 カ プ ラ ー が 前 記 駆 動 軸 に 対 し て 長 さ 方 向
に 並 進 運 動 し 、 そ の 結 果 、 前 記 関 節 運 動 ケ ー ブ ル が 前 記 可 撓 性 シ ー ス に 対 し て 長 さ 方 向 に
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並 進 運 動 す る 、 医 療 機 器 。
　 （ １ ９ ） 　 実 施 態 様 １ ８ に 記 載 の 医 療 機 器 に お い て 、
　 前 記 可 撓 性 シ ー ス は 、 第 ２ の 内 腔 を 有 し 、
　 前 記 ハ ン ド ピ ー ス は 、 手 動 並 進 運 動 可 能 な ニ ー ド ル ナ イ フ ハ ン ド ル を 含 み 、
　 前 記 医 療 機 器 は 、 作 動 ワ イ ヤ を さ ら に 含 み 、
　 前 記 作 動 ワ イ ヤ は 、 前 記 第 ２ の 内 腔 内 に 配 置 さ れ 、 か つ 、 遠 位 ワ イ ヤ 部 位 お よ び 近 位 ワ
イ ヤ 部 位 を 有 し 、
　 前 記 遠 位 ワ イ ヤ 部 位 は 、 前 記 医 療 用 ニ ー ド ル ナ イ フ に 取 り 付 け ら れ 、
　 前 記 近 位 ワ イ ヤ 部 位 は 、 ニ ー ド ル ナ イ フ ハ ン ド ル に 取 り 付 け ら れ る 、 医 療 機 器 。
　 （ ２ ０ ） 　 実 施 態 様 １ ８ に 記 載 の 医 療 機 器 に お い て 、
　 前 記 遠 位 ワ イ ヤ 部 位 は 、 前 記 医 療 用 ニ ー ド ル ナ イ フ に 一 体 的 に 取 り 付 け ら れ る 、 医 療 機
器 。
　 （ ２ １ ） 　 実 施 態 様 １ ９ に 記 載 の 医 療 機 器 に お い て 、
　 電 気 コ ネ ク タ 、
　 を さ ら に 含 み 、
　 前 記 電 気 コ ネ ク タ は 、 前 記 ニ ー ド ル ナ イ フ ハ ン ド ル に 取 り 付 け ら れ 、 前 記 近 位 ワ イ ヤ 部
位 に 電 気 的 に 接 続 さ れ る 、 医 療 機 器 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ３ ０ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 医 療 機 器 の 一 実 施 形 態 の 模 式 的 側 面 斜 視 図 で あ る
【 図 ２ 】 図 １ の 医 療 機 器 の 近 位 部 位 の 図 で あ り 、 ２ つ の 部 品 か ら な る ハ ン ド ピ ー ス ボ デ ィ
の 半 分 が 除 去 さ れ て お り 、 可 撓 性 シ ー ス の 断 面 が 図 示 さ れ て い る 。
【 図 ３ 】 図 ２ の 回 転 カ プ ラ ー お よ び 駆 動 軸 を 図 ２ の 線 ３ － ３ に 沿 っ て 取 っ た 断 面 図 で あ る
。
【 図 ４ 】 図 ２ の ハ ン ド ピ ー ス の 一 部 の 底 部 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 図 ２ の 医 療 機 器 の 一 部 の 拡 大 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 図 ２ の 医 療 機 器 の ハ ン ド ピ ー ス の 一 部 の 後 部 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 図 １ の 医 療 機 器 の 遠 位 部 位 の 拡 大 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 図 ７ の 医 療 機 器 の 遠 位 部 位 が 内 視 鏡 挿 入 チ ュ ー ブ の 作 業 チ ャ ネ ル か ら 延 び て い る
様 子 を 示 す 、 側 面 断 面 図 で あ る 。
【 図 ９ 】 図 １ の 医 療 機 器 の ニ ー ド ル ナ イ フ ハ ン ド ル お よ び 電 気 コ ネ ク タ の 模 式 断 面 図 で あ
る 。
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】 【 図 ６ 】

【 図 ７ 】 【 図 ８ 】
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【 図 ９ 】
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